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来
年
７
月
に
実
施
さ
れ
る
参
議
院
議

員
選
挙
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝
に
向

け
た
、
支
援
拡
大
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
と
し
て
の

政
策
実
現
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
挑
戦
と
し
て
、
過
去
、
藤

川
氏
、
田
中
氏
と
２
回
、
善
戦
し
ま
し

た
が
、
苦
杯
を
な
め
ま
し
た
。
今
回
は

三
度
目
の
正
直
の
選
挙
に
な
り
ま
す
。

選
挙
は
、
試
験
に
例
え
れ
ば
、
「
０

点
」
か
「
１
０
０
点
満
点
」
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
落
選
と
な
れ
ば
、
莫
大
な
選

挙
資
金
と
、
動
員
、
加
盟
単
組
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
が
、

水
の
泡
と
消
え

る
も
の
で
あ
り
、

選
挙
に
出
る
以

上
は
、
絶
対
に

勝
つ
取
組
み
に
繫
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
組
織
規
模
は
、
３
５
万
人

で
、
連
合
の
中
で
５
番
目
の
組
織
を
誇

る
大
組
織
で
す
。
国
会
議
員
が
複
数
人

い
て
も
お
か
し
く
な
い
組
織
で
あ
り
、

３
５
万
人
の
組
合
員
と
家
族
を
含
め
れ

ば
余
裕
の
選
挙
が
、
可
能
で
す
が
、
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
。
民
間
の
主
要
産
別

で
あ
る
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
自
動
車
総

連
、
電
機
連
合
、
基
幹
労
連
も
、
組
織

数
の
割
に
国
会
議
員
は
、
せ
い
ぜ
い
１

～
２
名
、
前
回
の
選
挙
で
議
席
を
失
う

産
別
も
あ
り
ま
し
た
。

過
去
か
ら
自
分
な
り
に
分
析
を
し
て

い
ま
す
が
、
民
間
産
別
の
組
織
数
に
対

し
て
、
参
議
院
選
挙
で
の
各
産
別
候
補

の
獲
得
票
は
、
組
織
数
の
３
０
％
以
下

の
票
し
か
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
員

は
一
体
誰
に
投
票
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

一
方
で
、
同
じ
民
間
産
別
で
も
電
力
総

連
は
、
約
２
０
万
人
の
組
織
で
す
が
、

こ
の
組
織
数
を
大
幅
に
上
回
る
票
を
獲

得
し
確
実
に
当
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
電
力
産
業
の
課
題
や
経
営

の
発
展
に
向
け
て
、
労
使
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
？
一
方
で
、
組
合

員
へ
の
投
票
の
徹
底
度
合
い
が
他
産
別

と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

一
例
を
言
い
ま
す
と
、
選
挙
期
間
は
、

組
合
員
に
、
組
合
事
務
所
に
「
投
票
済

証
明
書
」
を
持
参
さ
せ
、
組
合
員
の
投

票
を
確
実
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
い
っ
た
、

戦
略
を
駆
使
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
来
年
の
参
議
院

議
員
選
挙
は
、
三
度
目
の
正
直
で
あ
り
、

何
と
し
て
も
議
席
を
獲
得
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
今
、
与
党
の
政
治
資
金
問
題

で
、
内
閣
支
持
率
も
下
が
り
、
我
々
、

野
党
に
は
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が
吹
い
て
い

ま
す
。
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
Ｍ
の
現
・
退
が
一
丸
と
な
っ
て
、

「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝
に
向
け
て
、

共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
！
！

郡
山
り
ょ
う
必
勝
に
向
け

今
後
の
医
療
、
介
護
、
年
金
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
見
直

し
に
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を

と
る
の
か
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
と
し
て
幹
事
会
を
中
心
に

議
論
し
て
い
く
た
め
の
課
題
整

理
と
資
料
作
成
を
目
的
に
活
動

を
開
始
し
た
「
政
策
課
題
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
ブ
」
が
第
３
回

の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

４
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第

２
回
委
員
会
で
５
つ
の
小
グ
ル
ー

プ(

Ａ
子
ど
も
・
子
育
て
、
Ｂ

高
齢
者
医
療
、
Ｃ
介
護
保
険
、

Ｄ
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
、

Ｅ
高
齢
者
の
生
活
実
態)

よ
り

資
料
収
集
と
項
目
の
検
討
課
題

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
こ
の

内
容
を
５
月
21
日
開
催
の
第
２

回
幹
事
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

第
３
回
委
員
会
で
は
、
各
小
グ

ル
ー
プ
の
追
加
報
告
の
あ
と
、

最
終
報
告
書
の
組
立
に
つ
い
て

論
議
、
解
決
す
べ
き
課
題
と
論

点
に
つ
い
て
再
度
各
小
グ
ル
ー

プ
で
検
討
し
、
整
理
し
た
内
容

を
10
月
15
日
の
第
４
回
委
員
会

に
報
告
し
合
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

な
お
、
年
金
問
題
に
つ
い
て

は
７
月
に
「
財
政
検
証
」
が
発

表
さ
れ
た
あ
と
、
課
題
に
つ
い

て
一
定
の
整
理
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

７
月
３
日(

火)

政
策
課
題
ワ-

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
会
議
に
引

き
続
き
第
５
回
三
役
会
議
を
開

催
、
三
役
全
員
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
➀
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
案
、
➁
２
０
２

４
年
度
会
計
報
告
、
⓷
２
０
２

５
年
度
定
期
総
会
、
➃
政
策
制

度
学
習
会
補
助
金
の
交
付
、
➄

第
３
回
幹
事
会
、
➅
２
０
２
５

年
度
年
間
日
程
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
活
動
方
針
案
は

７
月
25
日
の
第
３
回
幹
事
会
に

提
案
さ
れ
ま
す
。

主 張
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日
本
退
職
者
連
合
は
定
期

総
会
の
前
日
の
７
月
16
日
に

全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、

そ
の
中
で
７
月
３
日
に
公
表

さ
れ
た
公
的
年
金
の
財
政
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
将
来
の
給
付

水
準
を
見
通
す
「
財
政
検
証
」

に
つ
い
て
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。
講
師
は
厚
生
労
働
省

年
金
局
年
金
課
の
若
林
健
吾

年
金
課
長
で
す
。
若
林
年
金

課
長
の
講
演
「
財
政
検
証
報

告
か
ら
年
金
改
正
に
向
け
て
」

か
ら
２
０
２
５
年
年
金
改
正

に
係
る
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

財
政
検
証
は
、
物
価
や
賃

金
の
上
昇
率
、
労
働
力
人
口

の
変
化
や
経
済
成
長
の
見
込

み
に
応
じ
、
年
金
財
政
が
こ

の
先
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て

維
持
で
き
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す

る
も
の
で
、
５
年
に
一
度
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

前
提
が
異
な
る
４
通
り
の
シ

ナ
リ
オ
を
仮
定
し
、
給
付
額

を
試
算
し
て
い
ま
す
。
２
０

１
９
年
検
証
と
２
０
２
４
年

検
証
を
比
較
し
、
高
齢
者
や

女
性
ら
の
就
労
拡
大
に
よ
り

保
険
料
の
収
入
の
増
加
を
見

込
み
、
年
金
財
政
に
プ
ラ
ス

に
働
き
、
所
得
代
替
率
（
公

的
年
金
の
給
付
水
準
を
示
す

指
標
。
現
役
男
子
の
平
均
手

取
り
収
入
額
に
対
す
る
年
金

額
の
比
率
）
は
少
し
改
善
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

足
下
（
２
０
２
３
年
度
）
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
厚
生
年
金

被
保
険
者
数
が
19
年
検
証
の
見

通
し
４
４
２
５
万
人
か
ら
実
績

見
込
み
４
６
８
３
万
人
へ
と
増

え
た
こ
と
、
積
立
金
残
高
も
２

２
１
兆
円
か
ら
２
９
１
兆
円
へ

と
増
加
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
て
い
ま
す
。

足
下
２
０
２
４
年
度
の
所
得

代
替
率
は
61
・
２
％
で
す
が
、

４
通
り
の
シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
成

長
型
経
済
移
行
・
継
続
ケ
ー
ス

は
、
実
質
賃
金
上
昇
率
１
・
５

％
、
実
質
経
済
成
長
率
１
・
１

％
（
参
考
）
で
所
得
代
替
率
５

７
・
６
％
（
２
０
３
７
年
度
）
、

過
去
30
年
投
影
ケ
ー
ス
は
、
実

質
賃
金
上
昇
率
０
・
５
％
、
実

質
成
長
率
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％

で
所
得
代
替
率
50
・
４
％
（
２

０
５
７
年
度
）
と
下
が
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
年
金
改
正
と
の
関

連
で
報
告
さ
れ
た
事
項
は
６
点

で
す
。

第
１
に
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大
で
は
２
０
２
４
年
10
月
か

ら
50
人
超
の
企
業
等
ま
で
適
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
拡

大
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま

す
。第

２
に
遺
族
年
金
に
つ
い
て

は
、
女
性
と
男
性
で
異
な
っ
て

い
る
給
付
の
開
始
時
期
等
が
検

討
さ
れ
ま
す
。

第
３
に
第
３
号
被
保
険
者
制

度
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２
年

10
月
末
日
時
点
で
第
３
号
被
保

険
者
総
数
７
３
５
万
２
千
人
の

う
ち
非
就
業
者
・
不
詳
が
３
２

５
万
７
千
人
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
連
合
か
ら
廃
止
と
い

う
提
言
も
あ
る
が
「
年
収
の
壁
」

問
題
を
中
心
に
検
討
さ
れ
ま
す
。

第
４
に
在
職
老
齢
年
金
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
賃
金
＋
老
齢

厚
生
年
金
が
50
万
円
を
超
え
た

場
合
に
賃
金
上
昇
額
の
２
分
の

１
相
当
の
厚
生
年
金
保
険
給
付

が
停
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高

齢
期
の
働
き
方
と
の
関
連
で
停

止
を
廃
止
す
る
こ
と
を
含
め
て

検
討
さ
れ
ま
す
。

第
５
に
基
礎
年
金
（
１
階
）

と
報
酬
比
例
部
分
（
２
階
）
に

係
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

調
整
期
間
を
一
致
さ
せ
る
か
ど

う
か
の
検
討
で
す
。
一
致
さ
せ

な
い
現
行
で
進
む
と
、
成
長
型

経
済
移
行
・
継
続
ケ
ー
ス
で
は

報
酬
比
例
部
分
が
２
０
２
５
年

度
以
降
調
整
不
要
、
基
礎
年
金

部
分
の
調
整
終
了
が
２
０
３
７

年
度
と
な
り
、
過
去
30
年
投
影

ケ
ー
ス
で
は
報
酬
比
例
部
分
の

調
整
終
了
が
２
０
２
６
年
度
、

基
礎
年
金
部
分
の
調
整
終
了
が

２
０
５
７
年
度
な
り
ま
す
。
一

致
さ
せ
た
場
合
の
デ
ー
タ
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
致
さ
せ
る

手
段
等
に
踏
み
込
ん
だ
説
明
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
６
に
基
礎
年
金
の
拠
出
期

間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
今
回

は
検
討
が
先
送
り
さ
れ
る
と
の

報
告
で
し
た
。

連
合
本
部
は
７
月
４
日
、
公

的
年
金
に
関
す
る
財
政
検
証
の

公
表
に
対
し
て
清
水
事
務
局
長

談
話
を
発
表
し
、
「
基
礎
年
金

の
給
付
水
準
の
底
上
げ
」
の
重

要
性
を
強
く
主
張
し
て
い
ま
す
。

そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

基
礎
年
金
の
給
付
水
準
２
０

２
４
年
度
の
３
６
・
２
％
か
ら

２
０
５
７
年
度
２
５
・
５
％
ま

で
低
下
す
る
見
通
し
で
あ
り

(

過
去
30
年
投
影
ケ
ー
ス)

、
楽

観
的
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
は

な
い
。
基
礎
年
金
の
給
付
水
準

の
低
下
は
、
公
的
年
金
制
度
が

持
つ
所
得
再
分
配
機
能
や
防
貧

機
能
を
弱
め
る
た
め
、
底
上
げ

が
急
務
で
あ
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
す
こ

と
が
で
き
る
年
金
制
度
の
構
築

を
め
ざ
し
、
国
庫
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
な
ど
に
よ
る
基
礎
年

金
の
給
付
水
準
の
底
上
げ
の
実

現
に
向
け
て
、
構
成
組
織
・
地

方
連
合
会
・
連
合
本
部
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

６
月
５
日
Ｊ
Ａ
Ｍ
愛
知
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
は
研
修
・
懇
親
会
と

し
て
、
愛
知
健
康
プ
ラ
ザ
に
て
、

「
フ
レ
イ
ル
対
策
の
講
話
と
食

事
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
対
策
は
私
た
ち
シ

ニ
ア
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
と

い
う
幹
事
の
認
識
の
も
と
、
話

だ
け
で
な
く
実
技
も
習
お
う
！

と
い
う
こ
と
で
、
保
健
師
と
運

動
指
導
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
大

府
の
「
愛
知
健
康
プ
ラ
ザ
」
に

出
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
参
加
者
10
名
と
少

な
か
っ
た
が
、
実
技
指
導
の
中

で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
予
備
的
体

操
に
関
す
る
質
問
や
同
じ
動
作

で
も
効
果
が
異
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
関
す
る
質

問
が
相
次
い
で
、
指
導
員
か
ら

「
み
な
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
に

驚
い
た
」
と
い
う
発
言
も
あ
り

ま
し
た
。

昼
食
は
健
康
プ
ラ
ザ
お
勧
め

の
「
ヘ
ル
シ
ー
定
食
」
を
食
べ

な
が
ら
の
懇
談
で
、
参
加
し
た

会
員
か
ら
は
、
「
こ
ん
な
機
会

が
な
い
と
な
か
な
か
こ
ん
な
話

は
聞
け
な
い
し
、
実
技
指
導
も

分
か
り
す
か
っ
た
。
他
の
会
員

に
も
聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
」
と

い
う
感
想
が
語
ら
れ
、
企
画
し

た
役
員
の
宿
題
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
で
21
回
目
と
な
る
Ｊ
Ａ

Ｍ
京
都
シ
ニ
ア
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
梅
雨
入
り
前

の
猛
暑
と
な
っ
た
６
月
11
日
に

村
田
機
械
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
各

退
職
者
組
織
か
ら
28
名
が
参
加

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
滋
賀
シ
ニ
ア

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
京
都
シ
ニ
ア
か
ら
４
名

が
参
加
、
そ
し
て
今
大
会
に
は
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
滋
賀
シ
ニ
ア
か
ら
同
顧

問
の
福
井
さ
ん
（
日
本
精
工
大

津
）
、
同
幹
事
の
岡
崎
さ
ん

（
テ
ィ
ラ
ド
滋
賀
）
の
２
名
が

参
加
し
、
お
互
い
の
交
流
と
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

愛知

研
修
・
懇
親
会
を

開
催

事
務
局
長

澤
山
棋
正

京都

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

開
催

通
信
員

伊
藤
忠
男

年
金
財
政
検
証
の
学

習
会
に
参
加

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア

会
長

大
山
勝
也

退職者連合

連
合
清
水
事
務
局
長
談
話


